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一
小
序
本
稿で
は
、
上
代
日
本
文
藝
中、
和
歌
等
韻
文を
除く
散
文、『
古
事
記』『
日
本
書
紀』
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
現わ
れ
た
〈
虹〉
に
つ
い
て
、
資
料ご
と
個
別
的に
小
考を
試み
た
い
。
ア
ス
ト
ン
以
来、
と
か
く
問
題の
あ
る
「
天の
浮
橋」
に
つ
い
て
も
比
較
文
化
的
見
地を
混え
つ
つ
試
説を
展
開し
た
い
。
ま
た
参
考
的に
「
龍」「
七
色」
等の
問
題に
も
触れ
る
。
71
虹と
日
本
文
藝（
十
一）
─
─
上
代
散
文を
め
ぐ
っ
て
１
─
─
荻
野
恭
茂
荻 野 恭 茂
二
私
註〔
一〕『
古
事
記』（
全
三
巻）〔
二〕
上
巻「
伊
邪
那
岐
命と
伊
邪
那
美
命」〈
１
国
土
修
理
固
成〉〈
２
二
神の
結
婚〉〔
三〕
神
話〔
四〕
和
銅
五
年
（
712）
献
進〔
五〕
稗
田
阿
礼・
太
安
万
侶〔
六〕
倉
野
憲
司・
武
田
祐
吉
校
注『
古
事
記
祝
詞』
—
—
日
本
古
典
文
学
大
系１
—
—
（
昭
33・
６
、
岩
波
書
店）〔
七〕
Ｐ
52・
54〔
八〕
底
本＝
享
和
三
年
版『
訂正
古
訓
古
事
記』
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
校
異１
～
５
は
略。
〔
考〕「
天の
浮
橋」
に
つ
い
て
は
古
来
諸
説が
あ
る
。
そ
の
主な
も
の
を
一
わ
た
り
見て
お
い
て
か
ら
私
見を
述べ
た
い
。
①
本
居
宣
長
著『
古
事
記
傳』（
寛
政
十
年《
1798》）
〈
天
浮
橋は
、
天と
地と
の
間を
、
神た
ち
の
昇
降り
通ひ
賜ふ
路に
ア
マ
ノ
ウ
キ
ハ
シ
ア
メ
チ
ア
ヒ
ダ
ノ
ボ
リ
ク
ダ
リ
ミ
チ
か
ゝ
れ
る
橋な
り
、
空に
懸れ
る
故に
、
浮
橋と
は
い
ふ
な
ら
む
…
…
神
ソ
ラ
カ
カ
代に
は
天に
昇
降る
橋、
此
所
彼
所に
ぞ
あ
り
け
む
、
是を
以て
思へ
ば
、
リ
コ
コ
カ
シ
コ
レ
彼
御
孫
命の
降り
た
ま
ふ
時
立し
し
は
、
此
処
天
浮
橋と
一に
は
あ
ら
で
、
ノ
ミ
マ
ノ
タ
タ
コ
コ
ノ
ツ
別
浮
橋に
ぞ
有け
む
…
…
〉
コ
ト
②
水
野
満
年
著『
古
事
記
新
考』（
大
13、
東
文
堂
書
店）
〈
太
陽の
地
球を
循
環す
る
天の
赤
道。〉
③
中
島
悦
次
著『
古
事
評
釋』（
昭５
、
山
海
道
出
版
部）
〈
天の
浮ぶ
橋。
こ
れ
は
天
上
界と
地
上
界と
の
通
路と
な
る
橋。
北
欧
神
話の
ビ
フ
ロ
ー
ス
ト
（
B
ifröst）
に
あ
た
る
も
の
で
、
虹の
こ
と
か
。
虹
が
神
霊の
天
地
間を
往
来す
る
橋と
さ
れ
る
信
仰は
尤も
自
然で
あ
る
。〉
④
渡
部
義
通
著『
古
事
記
講
話』（
昭
11、
白
揚
社）
〈
天と
地と
の
間を
神々
の
昇
降す
る
通
路と
な
る
橋。〉
⑤
次
田
潤
著『
古
事
記
新
講』（
昭
31《
改
修》 、
明
治
書
院）
〈
宣
長は
天と
地の
間を
昇
降す
る
為に
、
空に
架け
る
橋で
あ
る
と
云
ひ
、
篤
胤は
事あ
る
時に
、
虚
空に
浮か
べ
て
乗る
舟の
如き
も
の
で
あ
る
と
云ひ
、
守
部は
具
体
的に
見る
事を
非
難し
て
、
幽
冥
界か
ら
此の
世
界に
出
入す
る
事の
譬
喩で
あ
る
と
云つ
て
ゐ
る
。
上
代の
幼
稚な
思
想を
以て
解す
る
時は
、
宣
長や
篤
胤の
や
う
に
解す
べ
き
で
あ
ら
う
。
な
ほ
ア
ス
ト
ン
が
、
天の
浮
橋は
虹で
あ
る
と
云つ
た
の
も
面
白い
解
釈
で
あ
る
。〉
⑥
倉
野
憲
司
編『
古
事
記
大
成』（
昭
32、
平
凡
社）
〈
天と
地と
を
つ
な
ぐ
通
路。
天に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
浮
橋と
い
い
、
天
上の
も
の
故に
「
天の
」
と
冠し
た
。〉
⑦
倉
野
憲
司・
武
田
祐
吉
校
注『
古
事
記
祝
詞』
—
—
日
本
古
典
文
学
大
系１
—
—
（
昭
33、
岩
波
書
店）
〈
神が
天
上
界か
ら
地
上に
降る
場
合に
、
天
空に
浮い
て
か
か
る
と
信ぜ
ら
れ
た
橋。
具
体
的に
は
何を
指し
た
も
の
か
不
明。
新
井
白
石は
「
海
に
連な
る
戦
艦」 、
田
安
宗
武は
「
舟」 、
ア
ス
ト
ン
（
A
sto
n
）
は
「
虹」
と
解し
た
が
、
い
ず
れ
も
に
わ
か
に
従い
が
た
い
。〉
⑧
尾
崎
暢
殃
著『
古
事
記
全
講』（
昭
41、
加
藤
中
道
館）
〈
ア
ス
ト
ン
や
神
田
秀
夫
氏は
虹の
橋の
義と
し
、
金
子
武
雄
氏は
虹ま
た
は
虹を
媒
介と
し
て
考え
ら
れ
た
想
像
上の
橋で
あ
ろ
う
と
し
た
が
、
書
紀の
天
孫
降
臨の
条に
「（
資
料
72）」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
海
上の
浮
島
に
通ず
る
或る
場
所を
示す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
結
局、
そ
れ
は
海
上
は
る
か
な
所に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
海か
ら
浮
脂の
よ
う
な
浮
島に
来た
と
す
る
方が
き
わ
め
て
古い
時
代の
考え
か
た
に
近い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
ま
た
、
そ
の
天の
浮
橋が
船で
あ
れ
ば
、
天の
磐
船、
天の
鳥
船の
類で
あ
ろ
う
。「
天の
」
は
、
天
上の
の
意で
神
聖な
も
の
で
あ
る
事を
示す
称
詞。〉
⑨
荻
原
浅
男・
鴻
巣
隼
雄
校
注・
訳『
古
事
記・
上
代
歌
謡』
─
─
日
本
古
典
文
学
全
集１
—
—
（
昭
48、
小
学
館）
〈
虹・
船な
ど
の
解
釈が
あ
る
が
、
天
孫
降
臨の
条に
も
見え
る
の
で
、
尊
虹と日本文藝（十一）
三
貴な
神の
天
降り
の
祭
儀に
関
係の
あ
る
橋で
あ
ろ
う
。こ
の
橋に
は『
日
本
書
紀』
も
「
立た
し
て
」
と
い
う
尊
敬の
定
型
表
現を
し
て
い
る
。〉
⑩
倉
野
憲
司
著『
古
事
記
全
註
釈』（
昭
49、
三
省
堂）
〈
敷
田
年
治も
（
記
伝と
）
同
説で
あ
る
が
、
鈴
木
真
年は『
天
地の
間に
通う
道の
義な
り
。
之よ
り
別に
物あ
る
に
非ず
。
文
飾な
り
。』
と
い
つ
て
、
宣
長が
実
体の
あ
る
も
の
の
如く
に
説く
の
を
不
可と
し
て
居り
…
…
然る
に
新
井
白
石は
、
天は
海、
浮
橋は
連㍾
舟
至㍾
岸を
い
ひ
、
即ち
連㍾
海
之
戦
艦で
あ
る
と
し
、
…
…
又ア
ス
ト
ン
（
A
sto
n
）
は
「
虹」
と
し
イ
ク
サ
ブ
ネ
て
ゐ
る
が
、
松
村
武
雄
博
士は
、
舟
説・
虹
説
等を
排し
て
、「
岩
石か
ら
思ひ
つ
い
た
〈
高く
そ
そ
り
立つ
梯〉
の
誇
張
化と
し
て
の
、
天
界と
地
は
し
界を
つ
な
ぐ
と
観ぜ
ら
れ
た
一
種の
梯で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。」（『
日
本
神
話の
研
究』）
と
述べ
て
い
る
。
…
…
こ
の
や
う
に
種々
の
説が
あ
る
け
れ
ど
も
、
舟
説は
不
可で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
天の
浮
橋は
常に
「
立
た
し
て
」
と
い
ふ
語を
伴な
つ
て
ゐ
る
こ
と
及び
書
紀に
よ
る
と
、「
日
向
の
襲の
高
千
穂の
日の
二
上
峯の
天
浮
橋」（
天
孫
降
臨の
条の
本
文・
そ
く
し
ひ
ふ
た
が
み
の
た
け
第
四の
一
書） と
あ
つ
て
山
上に
あ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、
虹
説も
亦
不
可で
あ
る
。
ア
ス
ト
ン
や
デ
ィ
ク
ソ
ン
（
D
ixo
n
）
が
指
摘
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
虹を
目し
て
天
界と
地
界と
の
通
路と
す
る
観
念や
信
仰は
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
族そ
の
他に
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も（
“M
yth
o
lo
gy
of
A
ll
R
aces”
O
ccan
ic） 、
わ
が
国の
古
代に
お
い
て
は
、
虹に
対す
る
関
心は
皆
無と
言つ
て
よ
く
、
わ
づ
か
に
古
事
記の
天
之
日
矛の
物
語
の
中に
「
日、
虹の
如く
耀き
て
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
従つ
て
天
浮
○
橋を
虹と
解す
る
わ
け
に
は
行か
な
い
。
ま
た
岩
石
説も
山に
そ
そ
り
立
つ
岩
石か
ら
思ひ
つ
い
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
浮
橋の
「
浮」
と
甚だ
し
く
矛
盾し
て
ゐ
て
頂け
な
い
説で
あ
る
。
従つ
て
最も
穏
当と
思は
れ
る
の
は
、「
空に
浮い
て
か
か
れ
る
橋」
と
素
直に
解す
る
宣
長
説で
あ
る
が
、「
天と
地と
の
間を
、
神た
ち
の
昇
降り
通ひ
賜ふ
路に
か
か
れ
る
○
○
○
橋」
と
見る
の
に
は
問
題が
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、「
天
浮
橋」
と
い
ふ
語
は
古
事
記
上
巻と
書
紀
神
代
下に
散
見し
て
ゐ
る
が
、
い
づ
れ
も
神が
天
上か
ら
地
上に
降る
場
合の
み
現は
れ
て
ゐ
て
、
決し
て
「
昇
降」
往
来
○
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
は
現は
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
や
や
言
葉
尻を
捉へ
る
嫌ひ
が
あ
る
か
も
知れ
な
い
が
、
こ
れ
は
お
ほ
や
う
に
見
遁
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
天
浮
橋」
の
本
質に
か
か
は
る
問
題だ
か
ら
で
あ
る
。
今そ
の
例を
挙げ
る
と
次の
通り
で
あ
る
。
…
…
又
万
葉
集
巻
十
三
に
、「
天
橋も
、
長く
も
が
も
、
高
山も
、
高く
も
が
も
、
月よ
み
の
、
持
あ
ま
は
し
つ
く
て
る
変
若
水、
い
取り
来て
、
君に
奉り
て
、
変
若
得て
し
か
も
」（
三
二
四
五）
を
ち
ま
つ
を
ち
え
の
歌が
あ
る
。
こ
の
「
天
浮
橋」
の
「
橋」
も
風
土
記の
「
石
橋」・「
椅
立」
も
、
す
べ
て
「
梯
子」
も
し
く
は
「
階
段」
の
意で
あ
つ
て
、
天に
上る
た
め
に
人
為
的に
作ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然る
に
「
天
浮
橋」
は
神
降
臨の
際
自
然に
現は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者は
性
質を
異に
す
る
も
の
と
見な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従つ
て
万
葉の
註
釈
書に
も
右の
「
天
橋」
は
｢
天
浮
橋」
と
同じ
と
註し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
の
は
誤り
で
あ
る
。「
浮」
の
語を
見
落と
し
て
は
な
ら
な
い
。
要す
る
に
「
天
浮
橋」
と
い
ふ
の
は
、
神々
が
天
降る
時に
自か
ら
空に
浮い
て
架か
る
橋と
古
代
人に
信ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
と
解す
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
実
体
は
不
明と
い
ふ
外は
な
い
。
⑪
西
郷
信
綱
著『
古
事
記
注
釈』
第
一
巻（
昭
50、
平
凡
社）
〈
こ
れ
を
虹の
こ
と
と
す
る
の
は
、
解
釈
態
度と
し
て
よ
く
な
い
。
文
字ど
お
り
こ
れ
は
天と
地と
の
間に
か
か
っ
た
橋で
あ
る
。
…
…
こ
こ
で
注
意
、
、
さ
れ
る
の
は
、
天の
浮
橋な
る
言
葉は
記
紀と
も
に
、「
天の
浮
橋に
立た
、
、
し
て
」 と
い
う
形で
し
か
出て
こ
ず
、こ
れ
が
一つ
の
決ま
り
文
句に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
点で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
こ
を
通っ
て
天
降る
の
だ
け
れ
荻 野 恭 茂
四
ど
、
そ
こ
に
｢
立た
し
て
」
と
い
つ
も
表
現さ
れ
る
の
は
、
こ
の
句が
特
定の
祭
式、
す
な
わ
ち
高
天の
原か
ら
の
降
臨の
祭
式に
由
来す
る
こ
と
を
暗に
示す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
段で
あ
ら
た
め
て
考
察す
る
。
な
お
「
浮
橋」
は
、「
上つ
瀬に
、
打
橋わ
た
し
、
淀
瀬に
は
、
浮
橋わ
た
し
、
云々
」（
万、
一
七・
三
九〇
七）
等と
用い
ら
れ
て
お
り
、
筏な
ど
の
上に
板を
わ
た
し
て
橋と
し
た
も
の
を
い
う
日
常
語な
の
だ
が
—
—
こ
の
語は
和
名
抄や
名
義
抄な
ど
古い
辞
書に
も
録さ
れ
て
い
る
—
—
、「
天の
浮
橋」
と
な
る
と
急に
幻
想
味が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立ち
の
ぼ
る
の
は
、
そ
れ
が
重
力を
失っ
て
虚
空に
か
か
る
と
見え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。〉
⑫
西
宮
一
民
校
注『
古
事
記』
─
─
新
潮
日
本
古
典
集
成—
—
（
昭
54、
新
潮
社）
〈
神が
昇
降す
る
の
に
使う
天
界と
下
界を
つ
な
ぐ
橋。〉
⑬
金
井
清
一
校
注
訳『
古
事
記』
—
—
日
本の
文
学・
古
典
編Ⅰ
—
—
（
昭
62、
ほ
る
ぷ
出
版）
〈
高
天
原か
ら
さ
し
か
け
ら
れ
た
橋・
神が
降
臨す
る
時に
そ
の
上に
立
つ
。
地
上に
そ
の
橋を
支え
る
場
所が
な
い
の
で
「
浮
橋」
と
い
う
。〉
⑭
神
野
志
隆
光・
山
口
佳
紀
著『
古
事
記
注
解』
２
（
平５
・
６
、
笠
間
書
院）
〈
要す
る
に
、
古
事
記の「
天
浮
橋」
は
、
高
天
原か
ら
地の
側（
世
界と
し
て
は
葦
原
中
国）
に
対し
て
、
特
別な
神が
天
降る
こ
と
に
さ
い
し
て
、
い
わ
ば
世
界
関
係に
お
い
て
、
意
味を
も
つ
特
別の
場な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〉
⑮
孫
久
富
筆「『
古
事
記』
の「
天の
浮
橋」
と
中
国の「
虹の
神
話」
—
—
『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢』
51（
平５
・
11）
〈
台
湾の
民
間
神
話や
「
天の
日
矛」（
＝
71）
を
援
引し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
虹に
関す
る
生
殖の
伝
説か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
伊
邪
那
岐
命と
伊
邪
那
美の
男
女
二
神が
国
土
生み
の
際に
出て
く
る
「
天の
浮
橋」
は
即ち
「
虹」
で
あ
る
と
推
測で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
或い
は
中
国の「
虹」
の
伝
説が
日
本
神
話の
中で
変
容さ
れ
て
「
天の
浮
橋」
と
な
っ
た
の
か
も
知れ
な
い
。〉
（ 「
—
—
」「
…
…
」
は
稿
者に
よ
る
）
〔
考〕「
天
浮
橋」
は
、
先
述「
虹と
日
本
文
藝—
—
比
較
研
究
資
料・
通
考
—
—
」
に
よ
れ
ば
、
古
代グ
ロ
ー
バ
ル
に
広が
っ
て
い
た
、〈
虹〉
の
二
次
的
認
識
中、
主と
し
て
そ
の
形
状
的
認
識よ
り
発
展し
た「
橋」
見
立て
型（
＝
二
－ ロ
－
ぁ
3） 、
に
属す
る
一
形
態で
あ
る
と
見た
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
従
え
る
形で
、
神々
あ
る
い
は
精
霊
等は
天
界と
か
異
界と
か
と
の
間を
交
通
す
る
の
で
あ
る
。
中
継
場
所と
し
て
利
用す
る
場
合に
は
そ
こ
に
佇
立す
る
場
合も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
広い
意
味で
交
通す
る
者に
は
制
限が
あ
る
の
が
普
通で
あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
虹〉
が
そ
の
利
用
者を
選
択す
る
の
で
あ
る
。〈
虹〉
が
そ
の
関
係
者を
選ぶ
と
い
う
こ
と
の
例に
拡
大す
れ
ば
、
『
旧・
新
約
聖
書』（
＝
29・
29）
や
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話』（
＝
31）
や
『
チ
ベ
ッ
ト
密
教』（
＝
19）
そ
の
他
多く
に
言
及し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、（
そ
れ
ら
の
被
選
択
者は
大む
ね
相
当
高
位な
存
在で
あ
る
が
）
通
行・
移
動・
付
着
機
能に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
た
「
橋」
的
要
素に
絞っ
て
み
て
も
、
沖
縄
の
開
闢
神
話で
も
天
帝の
命を
受け
た
「
弥
久
美
神」（
＝
39）
と
か
、
中
ア
メ
ノ
テ
ダ
セ
グ
ミ
ノ
カ
ミ
国で
〈
虹〉
と
本
源を
同じ
く
す
る
「
龍」
を
描い
た
「
龍
車」
が
「
天
子」
の
乗り
物で
あ
り
、（『
楚
辞』（
＝
２
）
中の
〈
虹
旗〉
は
「
天
子の
旗」
で
あ
り
、）
タ
ヒ
チ
の
「
王」
の
舟の
名が
、
ア
ヌ
ア
ヌ
ア
と
呼ば
れ
〈
虹〉
を
意
味す
る
。
す
な
わ
ち
天
帝と
色
濃く
連な
る
も
の
と
か
、
天
帝の
直
系た
る
子
孫、
つ
ま
り
「
天
子」
と
か
「
王」
と
か
言わ
れ
る
存
在、
す
な
わ
ち
高
位な
存
在で
あ
る
。『
古
事
記』
の
場
合も
、
広く
は
こ
れ
ら
の
類
型の
中
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一つ
、
す
な
わ
ち
そ
の
ベ
ー
ス
の
上に
成
立
事
情を
虹と日本文藝（十一）
五
加
味し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合「
皇
統を
強
力に
意
識し
た
条
件」
を
ク
リ
ア
ー
し
た
者の
み
が
こ
の
「
天
浮
橋」
に
親し
く
か
か
わ
り
う
る
の
で
あ
る
。
振り
返っ
て
一
次
認
識を
み
る
と
、
こ
れ
も
太
古グ
ロ
ー
バ
ル
に
広が
っ
て
い
た
「
天
蛇」「
水
蛇」「
地
蛇」
等、
動
物
型
認
識で
あ
り
、
二
次
的
認
識は
そ
れ
が
、
異
界へ
の
渡し
舟た
る「
龍
舟」
と
か
、「
蛇
橋」
と
い
う
中
間
的・
過
渡
的プ
ロ
セ
ス
を
経て
「
固
定」
観
念
化し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
〈
虹〉
の
「
橋」
見
立て
型、
が
古
代グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て
い
た
事
実と
、
そ
れ
に
関す
る
考
察は
、
比
較
研
究
資
料
33＝
「
ビ
フ
ロ
ス
ト
」
の
所で
や
や
詳し
く
し
て
お
い
た
。
よ
っ
て
、
古
代に
お
け
る
人
間の
脳の
進
化
程
度の
ほ
ぼ
均
等
性か
ら
み
て
も
、
日
本だ
け
そ
の
例
外
で
あ
る
、
と
主
張す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
根
拠が
う
す
い
。
常
識
的に
、
日
本に
関
係が
深い
と
考え
ら
れ
る
も
の
だ
け
を
見て
も
、
例え
ば
、
蒙
古
斑と
し
て
日
本
人
種に
も
親し
い
モ
ン
ゴ
ル
族の
神
話
的
英
雄
叙
事
詩『
ゲ
シ
ル
＝
ボ
ク
ド
ゥ
』
に
、
天と
地と
を
結ん
で
人を
登ら
せ
る
〈
虹〉
の
懸け
橋が
あ
り
（
＝
33
注５
） 、
ア
ル
タ
イ
系の
チ
ュ
ル
ク
語
圏
に
、
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
ド
ラ
ム
に
描か
れ
た
「
空へ
の
橋」
が
〈
虹〉
で
あ
り
（
＝
22） 、
日
本
民
族と
人
種
的に
親し
い
北ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
は
神々
が
〈
虹〉
に
よ
っ
て
旅し
た
り
、
彼
等の
宗
教の
礼
拝
場の「
内
部
梯
子in
terior
lad
d
er」
が
〈
虹〉
の
象
徴・
演
出で
あ
っ
た
り
す
る
（
＝
25） 。
ま
た
、
中
国に
は
「
紅
橋
彩
橋
玉
橋」
が
あ
り
（
＝
21） 、
朝
鮮
半
島で
は
、
天
女や
孝
女が
〈
虹〉
の
橋を
天
降っ
た
り
昇
天し
た
り
し
て
い
る
（
＝
26） 。
台
湾で
も
肉
体を
は
な
れ
た
オ
ッ
ト
フ
す
な
わ
ち
彼
等の
神
に
相
当す
る
も
の
が
、
シ
ロ
ン
（
海）
の
彼
方に
あ
る
ア
ト
ハ
ン
（
浄
土）
に
渡る
べ
き
橋、
そ
れ
が「
虹の
橋」（
＝
27）
で
あ
る
。
日
本
民
族な
ら
び
に
文
化の
南
洋
的
方
面の
ル
ー
ツ
の
一つ
と
も
目さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
「
太
初に
天
神の
子が
人
類の
た
め
地を
経
営す
る
命を
受け
、
虹の
橋
に
よ
っ
て
地
上に
下り
、
そ
の
仕
事が
終っ
て
か
ら
天
界よ
り
下り
し
三
人
の
男、
地ま
た
は
地
上
界よ
り
来た
女と
婚し
、
人
類の
祖と
な
る
」
と
あ
る
（
＝
33
注６
） 。
そ
し
て
、
日
本の
南
島・
宮
古
島の
開
闢
神
話
中の
「
天の
夜
虹
橋」（
＝
ア
メ
ユ
ノ
ズ
ノ
バ
ス
39）
に
至っ
て
は
、
ま
っ
た
く
同
根
的
発
想の
よ
う
に
思わ
れ
る
。
あ
る
い
は
小
島
瓔
礼
筆の
ご
と
く
原
形（
＝
39
私
註）
の
よ
う
に
思わ
れ
る
。
古い
伝
統を
も
つ
格
式あ
る
神
社（
例・
住
吉
神
社）
の
前に
よ
く
見ら
れ
る
「
太
鼓
橋（
反
橋）」
も
、
異
界
（
注１
）・
神
霊
界へ
の
通
路、
境
界を
示す
そ
り
は
し
〈
虹〉
の
形
式
的
表
象で
あ
ろ
う
。（
神
域は
、
渡
橋
後さ
し
て
距
離を
お
か
ず
お
お
む
ね
石
段を
昇る
形で
一
段
高い
所に
設
置さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
池と
い
わ
れ
る
も
の
は
、「
海」
ま
た
は
「
天
海」（
＝
天
空）
の
雛
形で
あ
ろ
う
。）
「
天
浮
橋」
が
、〈
虹〉
の
文
藝
的
表
象だ
と
す
る
と
、
当
然そ
の
内
部に
始
原よ
り
の
気の
遠く
な
る
よ
う
な
歴
史
的
内
容を
抱い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。〈
虹〉
の
場
合は
、
始
原に
お
い
て「
蛇」
類と
観ぜ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
属
性は
、
神
威を
感じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
生
成
力「
濃
厚な
セ
ッ
ク
ス
力—
—
雌
雄
淫
看の
気の
強さ
」
ま
た
「
再
生
力（
再
生
産
力）
＝
脱
皮の
繰り
返し
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
途
中、
陰
陽
道
的
文
化
観が
混
入・
強
化さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
〈
虹〉
の
表
象と
も
い
う
べ
き
「
天
浮
橋」
は
、
天
神の
命に
よ
る
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
両
神
の
国
土
創
生（
修
理
固
成）
の
舞
台と
し
て
文
藝
的に
最
適で
あ
り
、
深
層
心
理
的に
、
こ
れ
に
引き
続き
物
語ら
れ
る
、
名
高い
「
ミ
ト
ノ
マ
グ
ワ
イ
美
斗
能
麻
具
波
比」
の
導
入
的、
伏
線
的
（
注２
）
効
果を
も
生む
べ
く
、
そ
の
表
現
の
中に
美し
く
組み
込ま
れ
位
置せ
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
裏
返
せ
ば
、
こ
の
秀れ
た
文
藝
的
効
果は
、〈
虹〉
の
属
性を
内
臓す
る
が
ゆ
え
と
荻 野 恭 茂
六
も
い
え
る
。
こ
れ
は
、『
旧
約
聖
書』（
＝
29）
と
も
質
的に
底
通す
る
も
の
で
、
つ
ま
り
人
類の
生
存と
継
続、
あ
る
い
は
再
生に
つ
い
て
の
神の
保
証—
—
の
啓
示と
。
す
な
わ
ち
「
天
浮
橋」
は
、
国
土の
修
理
固
成・
生
成と
か
人
類の
継
続—
—
『
古
事
記』
の
場
合は
皇
統の
直
系
的
継
承—
—
と
か
、
至
福を
も
た
ら
す
も
の
、
秀れ
て
建
設
的
意
味
合い
を
持つ
と
思わ
れ
る
も
の
（
注３
）の
み
が
利
用—
—
立ち
且つ
昇
降
（
注４
）—
—
し
う
る
橋で
あ
り
、
そ
れ
は
〈
虹〉
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
考え
た
い
。
ま
た
形
態
表
現よ
り
み
れ
ば
、
管
見に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
天
浮
橋」
と
い
う
浮
遊
感を
示す
「
浮」
の
語の
入っ
た
「
橋」
の
表
現は
、
古
代
世
界で
は
類を
み
な
い
も
の
で
、ま
た
こ
れ
が
秀れ
て
文
藝
的
表
現で
あ
る
と
思う
。
こ
れ
は
古
代に
お
い
て
通
常に
見ら
れ
た
「
浮き
橋」
を
〈
虹〉
に
喩し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
喩は
、
形
態
的に
両
脚の
固
定を
見ず
、
は
か
な
く
美し
く
、
不
安
定
感を
抱か
せ
る
〈
虹〉
の
性
状の
感
性
的
凝
視よ
り
生ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
固
定
感の
な
さ
は
、
か
の
有
名な
現
代イ
タ
リ
ア
の
作
家、
ウ
ル
・
デ
・
リ
コ
の
童
話
絵
本『
虹
伝
説』
の
テ
ー
マ
「
虹の
足が
地
上に
触れ
な
い
理
由を
、
あ
な
た
は
知っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。」
と
同
感の
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
「
天
浮
橋」
は
、
異
界・
高
天
原に
近
接し
つ
つ
地
上よ
り
浮き
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
つ
つ
架か
る
〈
虹〉
本
来の
属
性を
内
臓す
る
文
藝
的
効
果を
有す
る
橋で
あ
り
、
そ
こ
に
仰ぎ
み
る
遥か
な
る
天
空（
＝
海）
に
浮き
つ
つ
架か
り
壮
麗に
輝く
〈
虹〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
読
者が
抱い
た
と
し
て
も
、
そ
の
享
受に
は
大き
な
間
違い
は
な
か
ろ
う
。
ゆ
え
に
稿
者と
し
て
は
、「
天
浮
橋」
は
〈
虹〉
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、〈
虹〉
の
二
次
的
認
識に
よ
る
見
立て
、
あ
る
い
は
メ
タ
フ
ァ
ー
（
注５
）と
考え
て
よ
か
ろ
う
と
思っ
て
い
る
。
方
向と
し
て
は
、「
天
浮
橋」
研
究
史
上、
ア
ス
ト
ン
以
来の
〈
虹〉
関
係
説に
組み
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
天
浮
橋」
は
『
記』『
紀』
両
書に
見え
る
も
の
で
あ
る
が
、
強い
て
ど
ち
ら
が
先か
と
問わ
れ
れ
ば
、
文
藝
性の
よ
り
濃
厚と
思わ
れ
る
『
記』
の
方に
軍
配を
あ
げ
た
い
。
す
な
わ
ち
『
古
事
記』
の
発
想
者の
秀れ
た
手
腕
、
、
に
な
る
造
話で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
『
紀』
の
編
者は
『
記』
の
表
現を
踏
襲
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
根
元は
同じ
（〈
虹〉
の
「
蛇」
類
認
識）
で
も
、
言
語
文
化
的
進
展の
極
度に
み
ら
れ
な
か
っ
た
日
本
北
方・
ア
イ
ヌ
文
化と
は
大
き
な
位
相が
あ
る
。（
cf.
38・
38）
（
注１
）
仏
教の
世
界で
は
、
時
代は
下る
が
、
夢
想
国
師に
よ
る
永
保
寺
庭
園の
よ
う
に
反
橋は
此
岸
－
彼
岸、
へ
の
架け
橋と
な
り
、
彼
岸
側の
橋に
観
音
堂が
あ
る
。（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
名
園
散
歩」
昭
58・
９
・
３
）
「
無
際
橋」
と
も
い
い
「
無
限の
慈
悲」（
＝
人
界と
仏
界の
架
橋）
を
表す
。
（
注２
） そ
の
暗な
る
演
出
的
素
材と
効
果と
し
て
は
、『
旧
約
聖
書』
中の
、
後に
エ
デ
ン
の
園を
逐わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
に
、
前も
っ
て
禁
断の
木の
実—
—
セ
ッ
ク
ス
の
快
楽（
動
物
的
欲
望）
の
享
受—
—
を
教
唆
し
た
「
蛇」
の
出
現と
も
不
思
議に
一
面
共
通し
て
い
る
。
（
注３
） こ
の
〈
虹〉
の
橋の
「
通
行
権の
制
限」
に
つ
い
て
の
類
型は
台
湾
原
住
民（
＝
27）
や
、
ヴ
ェ
ー
ダ
思
想の
最
終
段
階を
表わ
し
て
い
る
『
カ
タ
・
ウ
パ
ニ
サ
ッ
ド
』
や
北
欧
神
話（
＝
33
－
注９
・
16）
そ
の
他に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
注４
）
倉
野『
全
註
釈』（
＝
⑩
）
に
は
、「
昇
降」
す
る
の
で
は
な
く
、「
降」
る
た
め
だ
け
の
も
の
だ
、
と
あ
る
が
、
確か
に
表
現さ
れ
た
面だ
け
か
ら
見れ
、
、
ば
、「
降」
る
た
め
だ
け
の
よ
う
に
見え
る
が
、
逆に
「
昇」
る
た
め
の
別の
、
、
、
、
、
表
現が
な
い
以
上「
降」
る
た
め
だ
け
と
は
言い
切れ
ま
い
。「
降」
っ
た
所
か
ら「
昇」
っ
た
と
し
て
さ
し
て
不
穏
当で
は
な
い
。
い
や
表
現と
し
て
は
、
虹と日本文藝（十一）
七
そ
れ
を
書く
こ
と
な
く
匂わ
せ
る
方が
高
級で
あ
り
、
や
た
ら
と
書く
方が
拙
劣で
あ
る
。
た
だ
し
、『
記』
の
「
昇」
の
場
合、「
至
福の
付
与」
の
関
係し
た
橋で
あ
る
こ
と
の
印
象づ
け
の
重
大さ
か
ら
見れ
ば
、「
昇」
す
な
わ
ち
「
還」
の
方は
、
書く
に
値す
る
ほ
ど
重い
も
の
で
は
な
い
、
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
（
注５
）
近
世
前
期に
編ま
れ
た
俳
諧
連
想
語
集た
る
『
俳
諧
類
船
集』（
＝
俳
補）
に
、「
浮
橋
│
虹
│
み
と
の
ま
ぐ
は
い」
が
あ
る
。
近
世
庶
民の
心の
古
代よ
り
底
流す
る
文
化の
発
現と
し
て
、
興
味
深い
。
71
私
註〔
一〕『
古
事
記』（
全
三
巻）〔
二〕
上
巻「
葦
原
中
国の
平
定」〈
１
天
菩
比
神〉〔
三〕
神
話〔
四〕
71と
同〔
五〕
71と
同〔
六〕
71と
同〔
七〕
Ｐ
110・
Ｐ
112〔
八〕
底
本＝
71と
同。
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
〔
考〕「
天
浮
橋」
に
つ
い
て
は
71と
ほ
ぼ
同。
こ
の
場
面に
お
い
て
は
〈
虹〉
の
始
原
的
要
素の
力が
文
藝
的
効
果を
発
揮す
る
と
い
う
意
味に
お
い
て
は
、
そ
の
援
用
効
果は
さ
ほ
ど
強く
な
い
。
か
な
り
先に
お
け
る
皇
統の
力の
拡
大、
作
者が
考え
る
「
致
福
力」
の
授
与へ
の
伏
線
的
効
果ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
天
浮
橋」
に
立つ
者の「
資
格」
に
関し
て
は
、
明ら
か
に
『
古
事
記』
の
世
界
観に
と
り
入れ
ら
れ
た
、〈
虹〉
の
特
性が
み
え
る
。
71
私
註〔
一〕『
古
事
記』（
全
三
巻）〔
二〕
上
巻「
邇
邇
芸
命」〈
３
天
孫
降
臨〉〔
三〕
神
話〔
四〕
71と
同〔
五〕
71と
同〔
六〕
71と
同〔
七〕
Ｐ
128
〔
八〕
底
本＝
71と
同。
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
〔
考〕「
天
浮
橋」
に
つ
い
て
は
71と
同
考。
〈
虹〉
は
豊か
な
量の
「
雲」
特に「
白
雲」
を
背に
出
現す
る
場
合、
特
に
鮮
明で
あ
る
。
そ
の
〈
虹〉
出
現の
凝
視よ
り
発
想し
つ
つ
、
そ
れ
を
メ
タ
フ
ァ
ー
を
駆
使し
て
の
神
話
的
表
現の
中に
組み
込み
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
描
写し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。〈
虹〉
の
橋の
上に
た
つ
不
安
定さ
を「
宇
岐
士
摩
理、
蘇
理
多
多
斯」
と
の
見
事な
表
現を
も
っ
て
し
て
い
る
。
荻 野 恭 茂
八
ま
た
こ
の
「
天
孫
降
臨」
の
章は
、
そ
の
主
役
達の
生
気、
気
負い
、
心
意
気、
等の
描
写も
話
者の
魂の
心
躍り
が
「
こ
と
ば
」
と
そ
の
修
辞に
憑
り
移っ
て
見
事で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
余
情と
し
て
、
天
降り
来
ら
れ
る
〈
ま
れ
び
と
〉
＝
「
幸
福の
使
者」
を
迎え
る
読
者す
な
わ
ち
古
代
人の
喜び
の
心
躍り
さ
え
も
感じ
さ
せ
る
で
は
な
い
か
。
71
私
註〔
一〕『
古
事
記』（
全
三
巻）〔
二〕
中
巻「
７
天
之
日
矛」〔
三〕
神
話
〔
四〕
71と
同〔
五〕
71と
同〔
六〕
71と
同〔
七〕
Ｐ
254・
256〔
八〕
底
本
＝
享
和
三
年
版『
訂正
古
訓
古
事
記』
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
校
異１
は
略。
、
〔
考〕
本
文に
は「
日
耀㍾
如㍾
虹」
と
は
あ
る
が
、
そ
の
実
体は
、
奇し
く
も
〈
虹〉
の
属
性を
如
実に
示し
て
い
る
。
①
水
と
の
関
係
「
沼
之
邊」
で
あ
る
こ
と。
②
陰
陽
の
交
接＝
セ
ッ
ク
ス
「
指㍼
其
陰
上㍽」
と
あ
る
こ
と。
③
〈
虹〉
の
吐
金
説
話
を
淵
源
に
も
つ
「
妊
身、
生㍼
赤
玉㍽」
と
あ
る
こ
と。（
次
代
の「
常
設㍼
種
種
之
珍
味㍽…
…
」）
「
赤
玉」
は
、
後
読
文か
ら
す
る
と
単な
る
赤
子の
美
称と
も
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
し
か
し
、
古
代
的に
考え
る
と
、
霊
性・
神
性を
宿す
「
た
ま
」
の
赤
色の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
赤」
は
「
雌
性」
を
示す
か
。
後
半そ
の
「
赤
玉」
が
「
美
麗
孃
子」
と
化し
、
天の
日
矛の
妻と
な
っ
（
注１
）
て
種々
の
珍
味を
夫に
与え
る
。
す
な
わ
ち
幸
福
（
注２
）を
授け
る
。
こ
れ
は
先
代
の
③
に
共
通す
る
。
し
か
し
夫は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
辛く
あ
た
る
。
—
—
苦
難に
遭う
（
貴
種
流
離
譚の
フ
ァ
ク
タ
ー
）
—
—
そ
こ
で
妻は
「
將㍾
行㍼
吾
祖
國㍽」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ひ
そ
か
に
小
船に
乗っ
て
新
羅の
国を
去り
、
関
門
海
峡を
経て
瀬
戸
内
海を
渡り
は
る
ば
る
（
日
本の
）
難
波に
留ま
っ
た
。
脚
注で
は
、
遂に
は
そ
こ
で
女
神と
し
て
社に
ア
カ
ル
ヒ
メ
祭ら
れ
た
—
—
と
い
う
。
祭ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
昇
天・
還
天と
同
質
な
平
和な
心
的
世
界へ
の
到
達を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、〈
ニ
ジ
＝
・
霓〉
を
奥に
も
つ
天
女
説
話、
例え
ば
、「
逸
文
丹
後
國
風
土
記」（
＝
78）
に
あ
る
話と
、
い
み
じ
く
も
同
工
異
曲・
共
通の
面を
も
つ
。
と
す
れ
ば
、
先
出の
「
日
耀㍾
如㍾
虹…
…
」
の
「
日」
は
、
単な
る
太
陽
托
胎
卵
性
説
話ま
た
単な
る
日
光
感
精
説
話
中の
そ
れ
で
は
な
く
、
エ
ロ
チ
虹と日本文藝（十一）
九
シ
ズ
ム
を
湛え
た
〈
虹＝
雄ニ
ジ
〉
の
精の
憑
依し
た
も
の
と
考え
て
お
く
の
が
よ
か
ろ
う
。（
作
者が
、〈
虹〉
に
は
天の
も
の
た
る
日
光《
＝
陰
陽の
陽》
が
関
与し
て
い
る
こ
と
を
薄々
感じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。）
こ
の
資
料で
、
出
生の
秘
密か
ら
書か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
〈
ニ
ジ
〉
二
代を
語る
こ
と
で
、
古
代
朝
鮮
（
注３
）
文
化に
深く
影
響を
与え
て
い
る
古
代
中
国
式に
言え
ば
、〈
虹〉
は
〈
雄ニ
ジ
〉
す
な
わ
ち
こ
の
場
面
父
親で
、
「
赤
玉」
よ
り
化
身し
た
「
美し
い
乙
女」
は
〈
・
霓〉
す
な
わ
ち
〈
雌ニ
ジ
〉
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
問わ
ず
語り
の
「
凡そ
吾は
、
汝の
妻と
為る
あ
れ
い
ま
し
な
べ
き
女に
非ず
。」（
＝
Ａ
）
の
言が
意
味を
も
つ
。
こ
れ
は
た
だ
単に
王
子
の
妻と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
—
—
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
本
質
的に
異
次
元の
も
の
で
あ
る
—
—
と
い
う
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
だ
。
異
邦
人で
あ
る
新
羅の
国の
王
子の
場
合で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
名を
日
本
名で「
天の
日
矛」
と
名
付け
た
、
大
和の
王
権い
わ
ば
高
天
原
系
の
世
界に
属す
る『
古
事
記』
の
原
作
者の
心
理か
ら
す
れ
ば
、
妻（
＝
天
女
に
あ
た
る
）
を
追っ
て
き
た
日
矛が
塞げ
ら
れ
た
難
波よ
り
奥に
広が
る
世
界
は
、
文
藝
的
表
現を
借り
れ
ば「
準
天
界」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
準
天
界へ
の
交
通
手
段、（
天
界へ
の
場
合に
あ
た
る
）
霓
裳
系や
白
鳥
系
羽
衣
説
話の
「
羽
衣」
の
役
目を
果た
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
場
合、（
古
代
中
国
（
注４
）の
龍
舟
（
注５
）と
同
様の
）「
小
船」
で
あ
る
。
た
だ
、
前
者と
比べ
て
（
羽
衣の
脱
着に
よ
っ
て
異
次
元を
出
入り
す
る
と
い
う
）
詩
的
想
像
力の
飛
躍た
る
魅
力に
は
乏し
い
。
そ
れ
は
文
藝
的
豊
麗を
得る
前の
原
初
的
時
点の
形
態の
ゆ
え
か
。
と
ま
れ
、
天
界の
動
物で
あ
る
〈
ニ
ジ
〉
の
雌
性・
〈
・
霓〉
と
〈
天
女〉 と
の
密
接な
結び
つ
き
を
隠し
味の
ご
と
く
秘め
て
い
る
神
話で
あ
る
。
（
注１
）
内
容
的に
は
異
類
婚で
あ
る
。
（
注２
） い
わ
ゆ
る「
致
富
譚」
と
も
通じ
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
「
鶴
女
房」「
龍
宮
童
子」「
か
ぐ
や
姫」「
羽
衣
説
話」
等に
も
あ
る
。
（
注３
）
資
料
26・
26・
26
参
照。
（
注４
）「
仙
界
昇
仙の
た
め
の
渡し
舟＝
龍
舟」（
曽
布
川
寛
著『
崑
崙へ
の
昇
仙』 、
中
央
公
論
社）
な
ら
び
に
資
料
23
参
照。
（
注５
）『
三
国
史
記』
や『
三
国
遺
事』
に
よ
る
と
、
新
羅の
王
家は
雨
水の
調
節
者と
し
て
龍
王
崇
拝を
も
つ
龍
蛇の
裔で
あ
る
と
い
う
—
—（
松
前
健
著『
古
代
伝
承と
宮
廷
祭
祀』
昭
49、
塙
書
房—
—
参
考。）
と
す
れ
ば
、「
小
船」
は
文
藝
上「
龍
舟」
的
意
味
合い
—
—
天
界
≒
仙
界へ
の
交
通
手
段—
—
を
有し
て
い
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
序で
な
が
ら
「
天の
日
矛」
と
い
う
日
本
名も
、「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」
に
お
け
る
龍
蛇と
宝
剣と
の
関
係の
ご
と
き
も
の
、
龍
王の
末
裔と
刀
剣
文
化の
伝
達
者と
を
セ
ッ
ト
に
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
れ
を
匂わ
せ
た
名と
も
考え
ら
れ
る
。
72
荻 野 恭 茂
一〇
私
註〔
一〕『
日
本
書
紀』（
全
三
十
巻）〔
二〕
巻
第
一・「
神
代
上」
の
う
ち
〔
三〕
史
書（
六
国
史の
一。
日
本
最
古の
官
撰
正
史）〔
四〕
養
老
四
年
（
720）
撰
進〔
五〕
舎
人
親
王・
太
安
万
侶〔
六〕
坂
本
太
郎・
家
永
三
郎・
大
野
晋
校
注『
日
本
書
紀
上』
—
—
日
本
古
典
文
學
大
系
67—
—
（
昭
42・
３
、
岩
波
書
店）〔
七〕
Ｐ
81〔
八〕
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
〔
考〕『
日
本
書
紀』
は『
古
事
記』
と
異な
る
世
界
観を
有し
て
い
る
。
従っ
て
「
天
浮
橋」
も
別
次
元の
も
の
と
し
て
把
握す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
は
神
野
志
論
文
（
注１
）の
主
張す
る
通り
で
あ
ろ
う
。「『
古
事
記』
の
〈
天
浮
橋〉
が
高
天
原と
葦
原
中
国と
の
世
界
関
係に
お
い
て
意
味を
も
」
ち
、「『
日
本
書
紀』
で
は
天
－
地の
世
界
関
係に
か
か
わ
ら
な
い
」
と
の
こ
と
、「『
日
本
書
紀』〈
神
代〉
が
、
陰
陽
論の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
と
も
に
世
界
像
的
全
体を
可
能
性に
し
て
い
く
な
か
で
、
天
地の
間の
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
た
る
こ
と
を
形づ
く
り
つ
つ
、そ
の
場と
働き
と
を
い
か
に
表
現す
る
か
と
い
う
点で
、
『
日
本
書
紀』
に
お
い
て
〈
天
浮
橋〉
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
必
然
性が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
新
訂
増
補『
國
史
大
系』
本『
日
本
書
紀』（
前
篇Ｐ
６
）
で
は
「
一
書
曰」
と
し
て
「
天
上
浮
橋」
と
あ
り
、「
天」
が
単な
る
美
称の
接
頭
ニ
ク
ア
マ
ノ
ウ
キ
ハ
シ
語で
は
な
く
「
地
上」
に
対す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識も
み
え
る
。
さ
て
、
前
出
神
野
志
論
文の
主
旨を
認め
た
上で
も
な
お
、『
紀』
の「
天
浮
橋」
は
『
記』
と
同
様に
〈
虹〉
の
メ
タ
フ
ァ
ー
、
ま
た
は
〈
橋〉
見
立
て
型で
あ
ろ
う
こ
と
は
変ら
な
い
。
陰
陽コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
中で
、〈
虹〉
に
そ
の
思
想が
よ
り
濃く
投
影し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。（〈
虹〉
は
ま
さ
に
雨
後
快
晴、
陰
陽の
接
点に
出
現す
る
も
の
で
あ
る
。）
や
や
中
国
古
代
文
化
色が
濃い
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
〈
虹〉
の
兄
弟の
よ
う
な
「
龍」
—
—
中
国
色の
濃い
存
在—
—
が
、『
記』
本
文に
は
全く
出
現せ
ず
、『
紀』
の
本
文に
多
出す
る
こ
と
と
も
共
通し
よ
う
。
よ
っ
て
、『
紀』
の
陰
陽
道
的
宇
宙
観に
沿っ
て
、《
天か
ら
地へ
の
関
係
を
と
り
払》
え
ば
、
あ
と
は
『
記』
の
も
つ
〈
虹〉
の
要
素と
共
通す
る
も
の
が
残る
。
と
す
れ
ば
、
残っ
た
共
通
項で
あ
る
部
分の
71の
見
解を
準
用
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
。
本
資
料と
、
続く
72・
72
共、『
紀』
の
〈
虹〉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
『
記』
よ
り
格
段と
矮
小
化さ
れ
て
い
る
。
（
注１
）「
天
浮
橋を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
語と
國
文
学』《
平４
・
８
》）
72
私
註〔
一〕『
日
本
書
紀』（
全
三
十
巻）〔
二〕
巻
第
二・「
神
代
下」
第
九
段（
一
書
第
一）〔
三〕
72と
同〔
四〕
72と
同〔
五〕
72と
同〔
七〕
Ｐ
147
〔
八〕
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
〔
考〕「
天
浮
橋」
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀』
72に
よ
り
『
古
事
記』
72を
準
用。
虹と日本文藝（十一）
一
一
72
私
註〔
一〕『
日
本
書
紀』（
全
三
十
巻）〔
二〕
巻
第
二・「
神
代
下」
の
う
ち
〔
三〕
72と
同〔
四〕
72と
同〔
五〕
72と
同〔
六〕
72と
同〔
七〕
Ｐ
141〔
八〕
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
〔
考〕「
天
浮
橋」
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀』
72に
よ
り
『
古
事
記』
71を
準
用。
72
私
註〔
一〕『
日
本
書
紀』（
全
三
十
巻）〔
二〕
巻
第
十
四・「
雄
略
天
皇、
三
年
夏
四
月」〔
三〕
72と
同〔
四〕
72と
同〔
五〕
72と
同〔
六〕
72と
同
〔
七〕
Ｐ
467〔
八〕
菅
亨
編『
本
朝
蒙
求』
上
巻（
貞
亨
三
跋
刊）
に
「
栲
幡
虹
光」（
百
十
六）
と
し
て
重
載さ
れ
て
い
る
。
─
─
は
稿
者に
よ
る
。
〔
考〕
こ
の
資
料に
は
、〈
虹〉
の
一
次
認
識か
ら
二
次
認
識に
か
け
て
の
属
性の
典
型の
い
く
つ
か
が
見え
て
興
味
深い
。
１
〈
虹〉
の
出
現の
場
所が
、「
水」
と
関
係の
深い
「
五
十
川の
上」
ほ
と
り
で
、
こ
れ
は
〈
虹〉
の
た
つ
典
型
的な
空
間で
あ
る
。（
始
原＝
〈
虹〉
が
水
を
飲み
に
天
降る
《
１
私
註、
39、
他》） 。
２
〈
虹〉
の
「
形」
状が
四
五
丈ば
か
り
の
「
蛇」
の
ご
と
し
—
—
で
、
を
ろ
ち
『
漢
書』（
＝
５）
で
は
「
十
余
丈」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
や
や
小ぶ
り
で
は
あ
る
が
、「
蛇」
と
同
類
感
覚で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
（
＝
１
私
註、
39、
他） 。「
性」
状
面で
は
、〈
虹〉
≒ 「
蛇」
と
す
る
と
、「
蛇」
は
蛇
精の
淫
と
い
わ
れ
る
ご
と
き「
雌
雄
淫
看の
気の
強さ
」（
＝
１
私
註、
７
私
註な
ら
び
に
《
影
印４
》《
影
印５
》）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
結
果
的に
は
否
定さ
れ
な
が
ら
、
男・
女の
セ
ッ
ク
ス
（
＝
陰
陽の
交
接《
９
、
10、
他》）
的
問
題の
ス
ト
ー
リ
ー
と
効
果
的に
絡み
つ
つ
登
場。
五
十
鈴
川の
ほ
と
り
、
清
涼な
夏の
夜に
た
つ
〈
虹〉
は
、
自
体そ
の
妖
艶な
雰
囲
気を
醸し
つ
つ
、
物
語の
環
境
面に
余
情と
し
て
貢
献し
て
い
る
。
３
「
虹ノ
起キ
ル
処ヲ
掘リ
テ
神
鏡ヲ
得」
と
、
こ
れ
は
、「
蛇」
≒
、
〈
虹〉
と
す
る
と
、
八
岐
大
蛇と
天
叢
雲
剣と
の
関
係と
同
類で
、
神
鏡も
ま
た
至
宝
中の
至
宝で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
段
階
前の
〈
虹〉
の
「
吐
金」
説
話（
＝
12）
や
、〈
虹〉
脚
埋
宝
説
話（
＝
37と
私
註）
の
範
疇に
入る
。
４
続い
て
「
移
行
未
遠ニ
シ
テ
皇
女ノ
屍ヲ
得タ
リ
」
と
、
こ
れ
は
死
た
ち
ど
こ
ろ
者の
魂が
昇
天す
る
道（
＝
25、
27、
他—
—
広く
は
架
橋
型—
—
）
と
し
て
〈
虹〉
が
あ
り
、
そ
の
出
現は
、
文
脈と
し
て
は
伏
線
的
効
果が
あ
る
。
荻 野 恭 茂
一
二
５
皇
女の
腹
中か
ら
出て
き
て
、
罪を
雪め
た
「
石」
は
た
だ
の
石で
き
よ
は
な
く
、「
霊
石」
す
な
わ
ち
水
中の
龍が
抱く
タ
マ
（
注１
）—
—
霊
的パ
ワ
ー
を
も
つ
も
の
—
—
の
類で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
皇
女の
本
質が
、〈
＝
ニ
ジ
の
雌〉
≒ 「
龍
女」
の
性と
重な
る
こ
と
の
暗
示で
あ
ろ
う
。「
タ
マ
」
を
山
幸
に
授け
た
「
海
幸・
山
幸」
の
龍
女の
ご
と
く
、
伊
勢の
沖が
、
南
方・
海
洋
系の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持つ
一
例で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
資
料
72の
〈
虹〉
は
、
文
藝
的に
見て
も
、
古
代
的
意
識に
染
ま
り
つ
つ
そ
の
援
用が
か
な
り
効
果
的な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知ら
れ
る
。
（
注１
）
折
口
信
夫「
神の
容れ
物と
し
て
の
石」（『
折
口
信
夫
全
集』
第３
巻
所
収）
安
間
清「
水に
拾う
石」（『
虹の
話』
昭
53、
お
り
じ
ん
書
房
所
収）
ま
た
、
『
古
事
記』（
＝
71）
中の
「
赤
玉」
と
同
類の
性
質の
も
の
で
あ
ろ
う
。
72
私
註〔
一〕『
日
本
書
紀』（
全
三
十
巻）〔
二〕
巻
第
二
十
九・「
天
武
天
皇
下
十
一
年
八
月」〔
三〕
72と
同〔
四〕
72と
同〔
五〕
72と
同〔
六〕
72
と
同・
下（
昭
40）〔
七〕
Ｐ
454〔
八〕
—
—
線は
稿
者に
よ
る
。
〔
考〕
吉
田
義
孝に
、
こ
の
資
料の
〈
虹〉
の
部
分に
つ
い
て
の
記
述
（
注１
）が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ａ
に
つ
い
て
「
書
紀に
は
『
造
法
令
殿の
内に
大い
な
る
虹（
に
じ
）
あ
り
き
』
と
記し
て
あ
る
。
こ
れ
は
史
官の
ぼ
か
し
た
表
現で
、『
訌（
こ
う
）』（
乱の
意）
と
同
義の
『
虹』
を
用い
て
、
当
時、
律
令
修
定に
か
ら
み
、『
造
法
令
殿で
大い
な
る
内
訌』
の
あ
っ
た
こ
と
を
暗
喩
し
た
も
の
と
解し
て
よ
い
。
天
武・
持
統の
強
烈な
専
制
体
質が
、
後
代に
ま
で
継
承さ
れ
か
ね
な
い
律
令の
法
制
化へ
の
抵
抗が
、
こ
こ
で
一
挙に
噴
出し
た
の
だ
。」
と
い
う
。
続い
て
Ｂ
を
め
ぐ
っ
て「
こ
の
内
訌は
極め
て
深
刻だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
数
日
後、
こ
れ
ま
た
暗
喩
的に
『
平
旦（
へ
い
た
ん
＝
午
前
四
時）
虹あ
り
、
天の
中
央に
当り
て
日に
向ひ
き
』
と
あ
る
。
こ
れ
は『
白
虹
日を
貫く
』（
天
位を
く
つ
が
え
す
）
と
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
反
対
勢
力が
天
皇に
敵
対
行
為に
で
た
こ
と
を
意
味し
て
い
る
。」、
と
い
う
。
と
す
る
と
、
Ａ
は
観
念
的な
〈
虹〉
で
あ
り
、
Ｂ
は
「
暗
喩
的」
で
は
あ
る
が
、
自
然
的な
〈
虹〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
さ
れ
ば
Ｂ
は
、
古
代
中
国
的ニ
ュ
ア
ン
ス
に
染ま
っ
た
記
号と
し
て
の
性
格を
有す
る
気
象
上の
〈
虹〉
で
あ
ろ
う
。「
平
旦
（
注２
）」
は
、
中
国で
は
、「
夜あ
け
。
あ
か
つ
き
」
し
か
し
、
Ａ
の
〈
虹〉
に
つ
い
て
は
、
必ず
し
も
観
念
的な
も
の
に
限ら
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
。
夜・
屋
内—
—
の
条
件を
加
味し
て
の
解に
立つ
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
造
法
令
殿
中の
〈
大
虹〉
は
、
も
し
「
灯り
」
が
大き
く
、
か
つ
空
中
湿
度の
極
度に
高い
夜で
あ
れ
ば
、
そ
の
灯り
を
め
ぐ
っ
て
〈
虹〉
の
た
つ
可
能
性は
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
卑
近な
例を
と
れ
ば
、
涙を
浮か
べ
た
目で
、
ハ
ダ
カ
電
球を
見れ
ば
、
夜で
も
、〈
虹〉
は
そ
の
電
球の
周り
に
見え
る
。
光り
と
微
粒な
る
水
滴の
関
係の
原
理で
あ
る
。（
例
外
的で
は
あ
る
が
、
緑
内
障の
人の
目に
も
灯り
の
周り
の
〈
虹〉
は
顕
現す
る
。）
す
虹と日本文藝（十一）
一
三
な
わ
ち
、
Ａ
・
Ｂ
、
前
後の
文
脈に
頻
出す
る
天
変
地
異
的
異
常
現
象と
同
列に
並ぶ
も
の
の
一つ
と
も
考え
ら
れ
、
従っ
て
Ａ
も
自
然
的な
〈
虹〉
と
見る
こ
と
も
出
来よ
う
。
く
り
返す
な
ら
ば
、
そ
の
〈
虹〉
は
、『
史
記』
・
『
漢
書』
的
思
想の
〈
虹〉
観に
染ま
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
天の
感
応し
て
示す
表
徴、「
内
訌」 の
黙
示と
し
て
読
者に
語り
か
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
注１
）「
記
紀
万
葉に
歴
史を
読む
③
」（『
朝
日
新
聞』
朝
刊、
昭
61・
12・
13）
（
注２
）
諸
橋『
大
漢
和』（
巻
四）
に
「
平
旦＝
夜の
あ
け
は
な
れ
た
と
き
。
よ
あ
け
。
あ
か
つ
き
。
平は
正し
く
其の
時に
当る
こ
と
」
と
あ
る
。
大
系
本で
、
は
「
平
旦」
と
し「
午
後
四
時
頃に
あ
た
る
」
と
あ
る
。「
旦」
を「
朝」
の
と
ら
の
と
き
意に
と
っ
た
方が
意
外
性は
あ
る
。
「
参
考」
私
註〔
一〕『
続
日
本
紀』〔
二〕
神
護
景
雲
元
年
八
月
癸（
巻
二
十
八）「
第
十
六
四
十
二
詔」〔
三〕
詔
命〔
四〕
奈
良
時
代
後
期（
767）〔
六〕
北
川
和
秀
編
『
続
日
本
紀
宣
命
校
本・
総
索
引』〔
七〕
Ｐ
80
〔
考〕〈
ニ
ジ
〉
で
は
な
く「
雲」
と
書か
れ
て
あ
る
が
、「
立
登」
と
か
、「
申
時（
午
後
遅く
、
四
時
頃）」
と
「
東
南
角」
と
の
対
応が
、〈
ニ
ジ
〉
の
た
つ
方
位と
一
致す
る
。
す
な
わ
ち
東
天の
虹は
、
午
後
遅く
に
沈む
夕
日の
反
対
側に
た
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
仮り
に
こ
れ
を
〈
ニ
ジ
〉
あ
る
い
は
〈
ニ
ジ
の
映っ
た
雲〉
の
こ
と
と
す
れ
ば
、「
七
色」
の
嚆
矢と
な
る
。
し
か
し
後
継の
文
章に
よ
れ
ば「
瑞
雲」「
景
雲」
と
し
て
喜ん
で
お
り
、
当
時の
民
俗の
こ
と
な
ど
と
考え
合わ
せ
る
と
〈
ニ
ジ
〉
説は
難し
い
か
も
知れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
虹の
七
色」
の
先
駆
資
料と
し
て
は
今ひ
と
つ
お
ぼ
つ
か
な
い
。
因み
に「
七」
の
数
字に
の
み
注
目す
れ
ば
、『
日
本
書
紀』
大
化
三
年（
647）
の
条に
「
是
歳、
制㍼
七
色
一
十
三
階
之
冠⊿
」
が
見え
る
（
岩
波『
日
本
古
典
文
学
大
系』
68—
—
に
よ
る
。）
〈
虹〉
を「
七」
色と
観ず
る
日
本
文
化の
先
蹤で
は
あ
る
。
（
続
稿）
１
２
…
…
は
、『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集』
連
載
中の
資
料の
通し
番
号で
あ
る
。「
参
考」
資
料に
つ
い
て
は
、
広
岡
義
隆
氏よ
り
そ
の
所
在の
指
摘を
受け
た
。
多
謝。
（
文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科）
